
評価項目Ａ：資料収集・保存

1

2

3

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

検　証
今後の対策

具体的な取組(事務事業)

・ 保存状態のチェック
 作品数
・ 修復作品の数・内容

　コレクション修復事業

実　施

A

自己評価

・　美術作品の収集目的

　
　引き続き日常的に収蔵庫内
の点検・清掃を行い、作品と
保管環境の安全を確認する。

　また、次年度以降の自主企
画展に向けた修復を計画的に
進める。

　昨年並みの作品チェックを行った。
また、30年度の自主企画展に向けて、
青柳喜兵衛「婦人座像」等作品3点の
修復を行った。

　目標どおり達成できた。

　目標どおり達成できた。

目標(個別事務事業) 課題・原因

A

　２９年度

　特色あるコレクション(収蔵作
品)の形成

②　既存コレクション
　を充実するための作
　品・関連資料を購入
　し、又は寄贈を受け
　る。

①　自主企画展を計画
　している青柳喜兵衛
　や森山安英などの作
　品・関連資料を購入
　し、又は寄贈を受け
　る。

　コレクションの保全対策 ・　ＩＰＭ導入に向けた
　取組み

実　績

北九州市立美術館運営評価シート

　新収集方針に基づき、持続
可能な収集活動を目指す。

③　上記①②に係る
　対象作家や関係者
　との対面調査を行
　う。

計　画

評価指標（点検項目）

A・収蔵庫改修にともなう燻蒸を2回に分けて行った。
本館への作品搬入後はトラップや虫の侵入防止設備を整備する
とともに、日常的に点検を行い、ＩＰＭを実施した。

⑤　本館大規模修繕工事
に際して、コレクション
を一時保管するアネック
ス棟の市民ギャラリー等
について、虫菌害対策を
講じる。工事終了後に本
館の全館燻蒸を行う。

④　修復が必要な作品を
リスト化し、緊急性の高
い作品から１点以上の修
復を行う。

A

・購入・寄贈ではないが、福岡市美術館寄託資料のうち、森山
安英に関する資料の長期貸出しを受けた。
・青柳喜兵衛に関する資料を購入した。

・28年度開催の自主企画展に関連して、岡崎和郎の作品３点を
購入した。
　また柳原義達作品１点を購入、岡崎和郎、木内克、寺田政
明、堀尾貞治の作品計２５点の寄贈を受け、既存のコレクショ
ンを補完した。

・展覧会開催の対面調査　　　　　　　 18件
・作品・資料等の購入・寄贈の対面調査　5件
・その他の対面調査　   　　　　       9件
・青柳喜兵衛展、森山安英展を始め、開催予定の展覧会のため
全国各地で綿密な作品調査を行った。
　さらに、新鋭作家をとりあげる新企画「guest room」のため
の作家研究や所蔵作家の調査など、幅広い研究に着手すること
ができた。

評定

評定

　
・作品貸出し及び自主企画展出品作品の調査、収蔵庫改修に伴
う調査を行った。延べ4,867点の保存状態をチェックした。
・作品点検結果を元に、修復候補作品リストを作成した。

・修復作品　3点
　　青柳喜兵衛　「蔬菜図」1935
　　青柳喜兵衛　「婦人座像」制作年不詳
　　青柳喜兵衛　『神風連』挿画原画　制作年不詳

総合評定

評定



評価項目Ｂ：調査研究・展示： 調査研究・展示

1

2

3

4

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

　今後も引続き、自主企画展
や共同企画展で図録を作成し
研究成果の発表を継続する。
　また、当館発行物に限ら
ず、研究の成果の発表を心が
ける。

　調査研究に基づいたテーマ
性の豊かなコレクション展や
自主企画展を開催する。

　自主企画展やコレクション
展の充実を図っていくととも
に、市民ギャラリーの利用促
進を図る。

　今後も積極的に、共同企画
展を実施する。

評定
A

件数は多かったが、学芸
員全員の発表には至らな
かった。

実　績

実　施 検　証

自己評価

・展覧会を充実させたが、目標入場者総数には届かず、
　入場者総数は183,887人に留まった。
・コレクション展の観覧者数は目標を上回り32,297人
　であった。

休館のため。

・冊子「guest room 002　冨安由真 （不）在の部屋――隠れ
るものたちの気配」を作成した。
・英語版所蔵品選「Masterpieces of the Kitakyushu
Municipal Museum of Art 30」も作成した。

・鳥取県立博物館等６館と共同企画した「1930年協会展」を開
催した。

⑦　幅広い作品の展覧
　会を開催し、多くの
　市民の来館を目指
　す。
　(目標入場者総数
　　　　　 200,000人)

⑧　コレクション展の観
覧者数の目標を１０，０
００人とする。

２９年度

・　他館との連携の成果
　による展覧会数

　他館と連携した調査研究や
共同企画展の推進

①　福岡市美術館と共
　同で所蔵名品展を西
　日本６会場で開催す
　る。

 
② 青柳喜兵衛展、森山
　安英展等、自主企画
　展の開催に向けた調
　査を行う。

③　発表媒体を問わ
　ず、各学芸員が研究
　成果を１回以上公開
　する。

④ コレクション展での
新鋭作家の招待展示につ
いて、冊子を作成する。

⑥　福岡市美術館と共
　同で所蔵名品展を西
　日本６会場で開催す
　る。

　コレクションや作家に関する
研究内容について、紀要、図録、
冊子、解説カード等にまとめ提供

計　画
今後の対策

具体的な取組(事務事業) 評価指標（点検項目） 目標(個別事務事業) 課題・原因

北九州市立美術館運営評価シート

　年間入場者総数
　
・　企画展の観覧者数
・　市民ギャラリー、その
　他の観覧者数

　企画展等の充実

・　コレクションの活用
・　自主企画展の回数、
　内容

　コレクションの活用や、
自主企画展の開催

⑤　鳥取県立博物館等
　６館と共同企画した
　「1930年協会展」を
　開催する。

・　研究論文の公開件数
・　研究内容に関する図
　録、冊子、解説カード
　等の作成状況

総合評定
B

・福岡市美術館との共同巡回展「夢の美術館　めぐりあう名画
たち」が、28年度沖縄、長崎に続き、熊本県立美術館等全6会
場を巡回し、当館の所蔵作品を県外の人々に広く紹介すること
ができた。

・青柳喜兵衛展、森山安英展に関する調査を全国各地で行っ
た。

　目標どおり達成できた。

・論文等発表件数　15件
・口頭発表件数　　17件
・自主企画展の図録に論文等を発表したほか、共同企画展の図
録や外部施設での展覧会図録に論文を掲載するなど、幅広い媒
体で研究成果を発表することができた。
　また館外で口頭発表を行った。

・福岡市美術館との共同巡回展「夢の美術館　めぐりあう名画
たち」が、28年度沖縄、長崎に続き、熊本県立美術館等全6会
場を巡回し、当館の所蔵作品を県外の人々に広く紹介すること
ができた。

・本館及びアネックス棟の休館のた
め、入場者数が減少し、目標には届
かなかった。
・コレクション展の観覧者数は過去
最高であった。

評定
B

評定
A

評定
B

　ほぼ目標どおりに達成できた。

　目標どおり達成できた。



評価項目Ｃ：教育普及･学習支援Ｃ ： 教育普及･学習支援

1

2

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

　子どもから大人まで幅広い
年齢層を対象としたワーク
ショップ、講演会、ギャラ
リートーク等を実施する。

今後の対策
具体的な取組(事務事業) 評価指標（点検項目）

・　ワークショップ、
　講演会の回数

評定
A

計　画

　平成30年度は市内の全小学
３年生を対象としたミュージ
アム・ツアーを本格実施す
る。
　引き続き、たんけんパス
ポートの利用促進を図る。

評定

目標(個別事務事業) 課題・原因

③　幅広い年齢層を対
　象にしたワークショ
　ップや講演会、ギャ
　ラリートークなどの
　教育普及プログラム
　を20回実施する。

北九州市立美術館運営評価シート

事業参加者数
・ミュージアム・ツアー
　（事業名変更）
・館内授業
・たんけんパスポート
　利用者

　小・中学校と連携した学習
プログラムの実施

　幅広い年代に応じたワーク
ショップや講演会などの教育普及
プログラムの実施、成果の公表

・目標以上の24回の教育普及プログラムを開催した。
　
　　　　講演会　　　　　           4回　  603人
　　　　ギャラリートーク          20回  　846人
　　　　参加者合計                24回  1,449人

①　市内の小中学校や
　文化施設と連携した
　学習プログラムを
　充実強化し、参加者
　数の目標を前年度以
　上とする。

　
②　ミュージアム・ツ
アーの実施（小学校１９
校以上） 再掲

・ミュージアム・ツアー　　　18校　980人
　　（八幡東区、戸畑区のみ）試行実施

・教育普及事業
　　小学生美術鑑賞教室参加者　　　　　　　980人
    （ミュージアム・ツアー）
　　館内授業（中学生美術鑑賞教室）参加者　414人
　　館内授業（その他）参加者　　　　　　　766人

　　ワークショップ参加者　　　　　　 　　 104人
　　アウトリーチ参加者                  　453人

　　たんけんパスポート利用者            1,185人

　　　　合計（前年比271人増）           3,902人

２９年度

自己評価

検　証実　施

実　績

総合評定

目標どおり達成できた。

A

A

　目標どおり達成できた。



評価項目Ｄ：市民参画・連携：広報、情報発信市民参画・連携

1

2

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

北九州市立美術館運営評価シート

今後の対策
具体的な取組(事務事業)及び目標(施策） 評価指標（点検項目） 目標(個別事務事業)

計　画 実　施

実　績

・ボランティア養成講座講師候補との打合せ　1回
・H28年度の他館訪問の実績等を踏まえ、ボランティア活動体制整
備のための、具体的な資料作成を行った。

　
④ 北九州国際音楽祭と
連携し、展覧会と関連し
たロビーコンサートを行
う。

　
⑤ 近隣美術館等との交
流・連携を図る。

・5月6日（土）～21日（日）実施

・北九州芸術劇場と連携して、当館所蔵のヤノベケンジの作
品を活用した演劇公演「10万年の寝言」を開催した。

・11月6日に「アートミュージアム・コンサート～田部京子
（ピアノ）を迎えて」を開催した。

・「夢の美術館展」　福岡市美術館と共同で開催し、熊本
市、久留米市、宮崎市、松江市において開催した。

①　休館に伴いボラン
　ティア活動を一時休
　止し、他都市の制度
　を調査するなど制度
　見直し及び体制整備
　に向けた検討を行
　う。

　文化施設との交流・連携 ・　文化施設との連携事業
　の実施状況

　
② 市内文化施設と連携
して、「北九州ミュージ
アムウィーク」を実施す
る。

　
③ 北九州芸術劇場と連
携し当館コレクションを
活用した演劇公演を実施
する。

　ボランティア活動の見直し及び
体制整備に向けた検討

・　制度見直しに向けた
　他都市調査や検討状況

A

２９年度

A

評定

総合評定

課題・原因

検　証

自己評価

評定

　目標どおり達成できた。

　目標どおり達成できた。

　
　新たな体制でボランティア
を募集し、養成講座を実施し
てボランティア活動を再開す
る。

A

　

　引き続き他館や他機関との
連携を促進し、同時に連携の
内容を工夫する。



評価項目Ｅ：資料収集・保存：広報、情報発信

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

２９年度

・情報誌、マスコミに取り
　上げられた回数

・テレビＣＭや屋外ビジョ
ン
　の活用状況

北九州市立美術館運営評価シート

課題・原因

　多様な広報媒体を活用した
展覧会のＰＲ

今後の対策
計　画

具体的な取組（事務事業） 評価指標（点検項目） 目標（個別事務事業）

　展覧会等の傾向や予想さ
れる観客層等を分析し、SNS
等も活用した効果的な広報
活動を行う。
　また、外国人向けの広報
も充実させる。

検　証

自己評価

実　施

実　績

①　展覧会、ワーク
ショップの成果など、美
術館の活動についてホー
ムページや印刷物等を活
用して情報発信する。

　
　目標どおり達成できた。

A

評定
A

総合評定

②　展覧会について、ポ
スターやチラシの作成、
ホームページ、新聞広
告、情報誌などに掲載す
る。

　
③ 企画展について視聴
覚に訴える展覧会のＰＲ
強化策として、テレビＣ
Ｍ及び新聞紙面の積極的
な活用。

・展覧会が新聞、雑誌等に取り上げられた件数：547件

・『CulCul』へ毎月1回学芸員による展覧会及び作品紹介等を掲
載。また、『森の小径』や市政だより等により広報。

・企画展共催社によるテレビＣＭを流すほか、小倉駅ＪＡＭ広
場の大型ビジョンやリバーウォーク壁面の大型ビジョンを活用
して動画によるＰＲを実施。
・筑豊電鉄の車内液晶テレビでも広報を実施。
・西鉄天神高速バスターミナルのデジタルサイネージの活用。
・テレビの情報番組や、リバーウォークで開催されたイベント
へ出演してのＰＲのほか、展覧会場での記念撮影・イベントな
どを実施。
・その他、各展覧会の特性（時期やファン層）に応じた広報を
実施。

・facebookによる情報発信
　　1930年協会展
・ツイッターによる情報発信
　　広重ビビット展、ターナー展

　
④ 展覧会の特徴に応じ
たターゲットを絞り、若
年層に向けてはSNSを活
用する。

　展覧会、ワークショップなどの
美術館事業の成果を情報発信

美術館事業の情報発信状況

・ホームページへの掲載
　状況
・広報誌への掲載状況

評定
A

・ホームページで、展覧会の状況や、ワークショップの開催案
内などを随時発信。
　　29年度アクセス件数　321,154件（１日平均880件）

・『北九州の芸術文化情報マガジン「CulCul・かるかる」』や
友の会会報誌『森の小径』において、ワークショップの成果や
報告などを発信。

・フェイスブック、ツイッターや特設ホームページの開設 によ
り展覧会情報を発信。

　
 目標どおり達成できた。

目標どおり達成できた。

評定
A

評定
A

目標どおり達成できた。


